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                         高専のアイデンティティ           2001.2.10 
 今回のような要求を行うとき、 
  ・高専はどうあるべきかという具体的ビジョンを示すこと 






      組織が小規模で、小回りが利く。 
      直ぐ連携がとれて、短時間の意志決定ができる。 
      少人数教育で、高等教育を実践できる。 
      物作り、実験実習重視の特徴をブロードバンドの中で、さらに充実できる。 
      高度情報化の中で、新しい教育を実践・展開し、評価を共有し、フィードバックできる。 
      地域の小学校〜高校への、高専の持つ知的資産を提供できる。 
全国一斉に高度情報化する意味  
      他のインフラ整備に比べて、投資効果が高い。 
      高等教育機関の中で通信基盤の教育への実践的な適応が可能となる。 
      大学等の工学系高等教育機関の少ない地域で、情報関係の講習・研修に高専が果た 
      す役割を今以上に高める。 
      地域への貢献が短時間で可能で、その実効性の成果が得やすい。 
      地域の情報化の受け皿を、全国規模で一気に展開できる。 
 
高専の横断的組織を作り取り組むべき課題  
      １）次世代の情報インフラ整備 
      ２）高度情報化社会における「情報教育」と高専としての貢献 
      ３）高専における「教育コンテンツ」の作成とデータベース化および再利用 
      ４）協調分散による遠隔教育によるレベルと興味分野に応じた教科項目の開講 
      ５）教育のノウハウの共有化（学生相談Ｑ＆Ａなども） 
      ６）学校運営のノウハウ共有化 
      ７）インターネットシステム管理のノウハウの共有化 
      ８）これらのオンラインミーティングのシステム化 
      ９）国際化や独立法人化への取り組みの議論 
 この活動の中で、ショックだったのは、何も具体的な要求活動をしていない全国の国立大学に、
平成１２年度予算として、かなりの額の「ギガビット」関連予算がついたことである。 
（注：当然のことながら、一部の大学は、次世代情報インフラ整備予算獲得活動をしていた） 
落胆していたところ、「大学に付いたのだから、次は高専だ」と言うサインだと周りから慰められた。 
 その後、多くの方々のご尽力により、国立高専の重要事項として認められて、国策としてのＩＴ
推進政策という追い風にも乗って、平成１３年度補正予算という形で具体化し、全国高専に「ギガ
ビット」というまさしく新しい情報インフラ整備が実現することとなりました。 
 伝え聞くところによれば、せっかくの吉沢校長先生のご尽力による、最初の文部科学省への働き
かけに対して、この要望の書類は積んで置かれて省みられない位の反応だったそうです。 
 しかし、賛同された多くの関係者のご尽力により、質問や課題が徐々に具体的なものになり、最
後は、具体的なネットワーク構成図の提出要求にまでなりました。具体化への過程の感触をひしひ
し感じるという貴重な経験もしました。 
 今後の課題は、「道路はできた」。しかし、「そこを通る中身（情報コンテンツ）が全然ない」と言
うようなことの無いようにすることです。情報インフラ整備は、ハードウェアの部分であり、お金
さえあれば何とかなる要素が大ですが、コンテンツは、人間の手作りによる「知的な創造活動」に
依存するものです。同じようなインフラが整備されたのですから、これからは、各高専の組織を挙
げての「知的活動」の競争が始まることになります。組織的な「情報活用能力」、「情報活用した問
題解決能力」が問われることになります。 
 福井高専も組織を挙げて、ＩＴ活用による「教育・研究」のパワーアップおよび「事務処理」能
力のアップに取り組んで行く必要があります。 
 私の今後の夢は、いろいろありますが、一つは、高専間の回線速度のアップ、二つめは、高専教
育充実のための「教材（マルチメディアコンテンツ）の共有化」、「教育方法のノウハウの共有化」、
研究環境の改善や協調作業による研究推進のための「研究資産の共有化」です。 
 賛同される方は、高専全体の問題として議論を展開していく予定ですので、手を挙げてください。 
 私のここ当面の活動は、混乱が生じている「情報基礎」教育のための教科書作りです。 
 この活動については、別途報告する予定です。 
